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メシアンと幼な子
Olivier Messiaen and Young Children
中 村 千 晶 ＊
Abstract
Olivier Messiaen is a great French composer and organist of the 20 th century. I became interested
in Messiaenʼs interpretation of “Ma Mère lʼolye Mother Goose Suite for one piano, four hands” written
by Maurice Raviel.
It is important for me that Messiaenʼs ideas influenced by the Bible. His faith led him to compose
religious music and many works about songs of birds.
This report focuses on his idea of the young children as seen through the lenses of his faith and
musical works.
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筆者はこれまでに乳幼児の音楽教育を考える上で
課題の一つである「マザー・グース（Mother
Goose）」の詩や物語を通して作られた音楽に関心
を持ち、特に「マザー・グース」はフランス語で
「マ・メール・ロワ」（“MaMère lʼoye”）と訳すこと
から、同名の作品であるフランスの作曲家モーリ
ス・ラヴェル（Maurice Ravel 1875-1937）が伝承
童謡のナーサリー・ライム（Nursery Rhymes）を
主題としたつの組曲 “Ma Mère lʼoye Mother
Goose Suite for one piano, four hands” を取り上げ、
実際の曲の細部を知るために2012年月に兵庫県立
芸術文化センター神戸女学院ホールで演奏発表を行
い、その実践報告とラヴェルの評論で代表的な人
の音楽家の分析を参考として考察を試みた。
ラヴェル研究の第一人者でピアニストでもあるオ
レンシュタインは、この曲を「子どもの頃の汚れな
い喜びを魅了的に呼び起こす｣1)と評し、ラヴェル
自身も「子どもの頃の詩を呼び起こそうとした｣2)
ことが様式や書法の簡素化につながったと述べてい
る。
もう一方のメシアン（Olivier Messiaen 1908-
1992）は、パリ音楽院でラヴェルの後輩にあたり、
ラヴェルからすでに若手の有望な作曲家として認め
られていた。新しい音楽の方向性を模索するメシア
ンにとって、ラヴェルを尊敬し目標としたことは順
当なことであった。またオルガンの聖職者でもあっ
たメシアンは聖書の視点からラヴェルを見ようとし
た。「マ・メール・ロワ」の子ども観は、まさにマ
タイによる福音書第18章第節「心を入れかえて子
どものようにならなければ、決して天の国に入るこ
とはできない」に集約されているといえよう。
筆者はこのメシアンのラヴェル評に強く共感を覚
え、本論文の研究課題とした。本稿では、メシアン
についてはその作品・作風、また信仰者としての働
きを通して子ども観をとらえることができればと考
えている。
第章 作曲家メシアン
第節 フランス音楽の背景
19世紀のヨーロッパ音楽はドイツの作曲家による
ロマン派全盛の時代といわれ、主観的な作品が中心
を占めていた。フランスではロマン派に対して新し
い音楽の機運が高まっていた。あたかも1855年第
回パリ万国博覧会が実施され、1900年までの間に
回の万国博覧会が行われた。1867年第回の万博よ
り芸術博覧会の一部門として「音楽展」も行われる
【T：】Edianserver／【関西学院】／教育学論究／第 6 号／
／中村千晶  校
101
＊ Chiaki NAKAMURA 教育学部准教授
1）アービー・オレンシュタイン著、井上さつき訳 2006 ラヴェル・生涯と作品 音楽之友社 218
2）同上 219

ようになり、音楽フェスティバルの企画、コンサー
トなどに多くの人々が参加し、一般市民の音楽への
関心が高まり、普及につながった。エッフェル塔も
完成を見、パリは活気に満ちていた。
1871年に普仏戦争で破れ国粋的な傾向が強くなる
と、フランスの国籍を持つ者だけが入会を許可され
る「国民音楽協会」が設立された。サン＝サーンス
（Charles Camille Saint-Saëns 1835-1921）を中心と
し、ガルサン（Jules Ga rcin 1803-96）、フランク
（César Franck 1822-90）、ビュシーヌ（Romain
Bussine 1830-99）、ギロー（Ernest Guiraud 1837-
92）、マスネ（Jules Massenet 1837-1912）、デュボ
ワ（Théodore Dubois 1837-1924）、カスティョン
（Alexix de Castillon 1838-73）、タファネル（Paul
Taffanel 1844-1908）、フ ォ ー レ（Gabriel Fauré
1845-1924）、デュパルク（HenriDuparc 1848-1933）
らが会員に名を連ねた。
1890年から1920年にかけてはドビュッシー
（Claude Achille Débussy 1862-1918）、ラヴェルに
代表される印象派が長音階・短音階では説明できな
い音旋、従来の機能的でない自由な和声感、繊細な
リズム、豊かな色彩感など、独特な世界を生み出し
た。パリ万博で異国や東洋の音楽から刺激を受けた
ことも、作風に影響した。標題に関しても「海」、
「風」など、これまでになかった感覚的なものを題
材とした。ドビュッシーは新しい技法を積極的に用
いて注目を浴び、ラヴェルは地味ではあるが古典的
な手法の中に新しさを加えた作品を残し、いずれも
斬新な方向性を見いだしたといえよう。美術・絵画
における印象派は、風景、花および人物などを題材
とし、光の動きによる色の変化や質感を淡い色彩を
好んで描いた。どちらも新しい作風を確立した時代
であった。
詩人、劇作家であるコクトー（Jean Cocteau
1889-1963）は1918年頃、印象主義に対して地に根
ざした音楽、生活に密着した音楽が必要であると非
難した。サティ（Erik Satie 1866-1925）を中心と
し、ル イ（Durey Louis 1888-1979）、オ ネ ゲ ル
（Authur Honegger 1892-1955）、ミ ヨ ー（Darius
Milhaud 1892-1974）、タイユフェール（Germaine
Taillefere 1892-1983）、オーリック（Georges Auric
1899-1983）、プーランク（Francis Poulenc 1899-
1963）などは人組を結成し、活躍した。
1930年にパリ音楽院を優秀な成績で卒業したメシ
アンはこれまでの書法を見直し、独創的な音楽を求
めて創作活動をした。ラヴェルの古典主義への回帰
を重要視し、これまでにない旋法、和声、リズム、
音への色彩感覚を加え、独自の作風を生み出した。
信仰の厚かったメシアンは、パリの聖トリニテ教会
（三位一体）のオルガニストとしても作品を多く残
している。
1936年にジョリヴエ（André Jolivet 1905-74）、
ボードドリエ（Yves Baudrier 1906-88）、ダニエル
（Lesur Daniel 1908-2002）、メシアンの	人で「若
きフランス」を結成し、結成目標に「誠意、寛容、
芸術的善意」とある。
1939年第次世界大戦が勃発し、メシアンはドイ
ツの捕虜となった。収容所の中にあっても作曲し、
「時の終わりのための四重奏曲」を収容所で出会っ
た人の音楽家と共に、捕虜約350人の聴衆の前で
初演したと逸話にある。
第次大戦後はセリー主義に見られる音列に関心
が集まり、メシアンの弟子のブーレーズ（Pierre
Boulez 1925-）に代表されるように、前衛的な音楽
の方向性が求められた。その頃よりメシアンの関心
は鳥の声が持つ自然なリズムや歌声に向けられ、鳥
を題材とした作品を多く作った。（後述）メシアン
は前衛的な作風の中に古典的な要素を含めた和声感
を大切にしながら、その時代の新しい音楽の表現方
法を熱心に追い求めた。
第節 メシアンと鳥
メシアンは鳥を取り上げた作品が多い。1953年以
降は鳥の時代ともいわれる。鳥の声を聞くためにい
ろいろな所に出向き、多くの時間を費やして録音や
採譜を行った。来日時には軽井沢の鳥たちも作品と
なっている。鳥を題材とした曲は以下のようであ
る。
1929年 ピアノ曲「
つの前奏曲」より
1）鳩
1940-41年 四重奏曲「時の終わりのための四重
奏曲」より 3）鳥たちの深淵
1943年 台のピアノのための曲「アーメン
の幻影」より
5）天使たち、聖職者たちと鳥たちの
歌のアーメン
1945年 ソプラノとピアノのために「ハラ
ウィ」より
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2）こんにちは、緑の鳩よ、10）愛、
星の鳥
1950年 オルガン曲「聖霊降臨祭のミサ曲」
より 4）鳥たちと泉
1951年 ピアノとフルートのために「クロウ
タドリ」
1951年 オルガン曲「オルガンの書」より
4）鳥たちの歌（復活祭の時のための）
1953年 ピアノと管弦楽「鳥たちの目覚め」
1956年 ピアノと小オーケストラ「異国の鳥
たち」
1956-58年 ピアノ曲「鳥のカタログ」
1962年 ピアノと小オーケストラ「七つの俳
諧」より 6）軽井沢の鳥たち
1970年 ピアノ曲「ニワムシクイ」
1971-74年 ピアノとオーケストラ「峡谷から星
たちへ」より
2）オリオール＝ムクドリモドキ 4）
マミジロオニヒタキ 9）マネシツグ
ミ 10）モリツグミ 11）オマオ（ハ
ワイツグミ）、ソウシチョウ、エレペ
オ（ハワイヒタキ）、シキチョウ
1972年 ピアノ曲「庭のホオジロ」
1985年 ピアノ曲「鳥たちの小さなスケッチ」
より
1）ヨーロッパコマドリ 2）クロウ
タドリ 3）ヨーロッパコマドリ 4）
ウタツグミ 5）ヨーロッパコマドリ
6）ヒバリ
1986年 ピアノ曲「ステンドグラスと鳥たち」
メシアンはパリ音楽院在学中からすでに鳥の鳴き
声が持つ自然なリズム、旋律、音に興味を持ってい
たことが伺える。作曲クラスの教授デュカス（Paul
AbrahamDukas 1865-1935）が「小鳥の声を聞きた
まえ。彼らは巨匠である。｣3)と語った言葉にも触発
されたに違いない。自著『音楽語法』に「小鳥の歌」
の章があり、例として「ひばりのさえずり」と「す
ずめの讃歌」の楽譜を提示して詳しく解説をしてい
る。また鳥は最大の音楽家であると『メシアンその
音楽的宇宙』で述べたように4)、変遷の急なこの時
代にあって、鳥に代表される自然の音に耳を傾け、
自身の世界の構築に専念したメシアンの姿が見え
る。
第章 メシアンの作品
第節 作品の概要
作品は管弦楽曲、オペラ、声楽曲、合唱曲、ピア
ノ曲、オルガン曲、宗教作品など多岐に渡る。当時
の新しい試みとして、マルトゥノー音波を使用した
新 し い 電 子 楽 器、オ ン ド・マ ル ト ノ（Onde
Martenot）の作品もある。
メシアンはドイツ軍の捕囚後、1942年にパリ音楽
院に教師として就任した。André Boucourechliev
により、その後の1946年38歳からパリで死去した84
歳までの作品を	期に分類されている。それは以下
のようである。
（）第期以前の主要作品
1928年 ピアノ曲「
つの前奏曲集」
1932年 オルガン曲「永遠の教会の出現」
1933年 管弦楽曲「キリストの昇天」
1935年 オルガン曲「主の降誕―オルガンの
ためのつの瞑想―」
1935年 ピアノ曲「ポール・デュカスの墓の
ための小品」
1936年 ソプラノとピアノのための「ミのた
めの詩」作詞メシアン、全曲
1938年 声楽曲「天と地の歌」作詞メシアン、
全曲
1939年 オルガン曲「栄光に輝く体―復活の
つの短い幻影―」全曲
1940年 四重奏曲「時の終わりのための四重
奏曲」
1943年 台のピアノのための「アーメンの
幻影」全曲
1944年 ピアノ曲「幼な子に注ぐ20のまなざ
し」
1945年 合唱曲「抑留者たちの歌」
1945年 声楽曲「ハラウィ（Harawi―愛と死
の歌―）作詞メシアン、全12曲
（）第期
1946-48 年 管 弦 楽 曲「ト ゥ ー ラ ン ガ リ ラ
（Turangalîla）交響曲」
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（）第期
1948 年 ピ ア ノ 曲「カ ン テ ヨ ジ ャ ー ヤ
（Cantéyodjayâ）」全10曲
1949年 ピアノ曲「	つのリズムのエチュー
ド」
1949年 小合唱曲12声部のための「つのル
シャン」
1950年 オルガン曲「聖霊降臨祭のミサ曲」
全曲
1951年 オルガン曲「オルガンの書」全曲
（）第期
1953年 ピアノと管弦楽曲「鳥の目覚め」
1956-58年 ピアノ曲「鳥のカタログ」全13曲
1959-60年 管 弦 楽 曲「ク ロ ノ ク ロ ミ ー
（Chronochromie)｣
（）第期
1963年 管弦楽曲「天国の色彩」
1965-69年 声楽曲「我らの主イエス・キリスト
の変容」全14曲
1969年 オルガン曲「聖なる三位一体の神秘
への瞑想」全曲
1970-74年 管弦楽曲「峡谷から星たちへ」全12
曲
1975-83年 オペラ「アッシジの聖フランチェス
コ」全幕
景
第期の「トゥーランガリラ交響曲」より自身の
様式、リズム、旋法、和声を用いた。一般の聴衆に
は複雑であったが人気もあり、1968年にはパリ・オ
ペラ座でバレエ化になった。ここでは宗教色から遠
ざかり、第期前までの「ハラゥイ」、「トゥーラン
ガリラ交響曲」、第期「つのルシャン」で部
作とし、その内容はペルーの伝説に基づいた愛の詩
である。
第期は音価、リズムおよび強度が明快になり、
旋法はセリー主義から進んで音に対する新しい試み
がなされた。
第期は鳥を題材にした作品が現れ、すでに第
章で述べたように鳥の時代ともいわれている。鳥の
歌声を取り入れた自身の音楽で独特な作風を築いた
重要な時期である。
第	期は宗教的な内容のオルガン、オペラで、大
規模な作品が目立つ。最後となったオペラには制作
に
年を費やした。作品は後年に行くほど明快で単
純になったといわれている。
第節 代表的なピアノ作品
筆者の専門分野からピアノ曲に目を向けると、独
奏曲13曲、台のピアノのためのデュオ曲、計14
曲を概要の中で見ることができる。全曲について考
察するのは困難と考えたので、幼児との関連性と主
要作品とされる次の曲に焦点を絞った。
（）ピアノ独奏曲「幼な子イエスに注ぐ20のまなざし」
（“Vingt Regards sur lʼ Enfant-Jésus” suite pour
Piano ）
1944年36歳の作品。全20曲から成る組曲で演奏時
間は時間を越える。後に妻となったイヴォンヌ・
ロリオに献呈され、彼女によって1945年にパリで初
演された。
）父のまなざし（Regard du Père）
）星のまなざし（Regard de lʼétoile）
）交換（Lʼéchange）
	）聖母のまなざし（Regard de la Vierge）
）御子に注がれる御子のまなざし（Regard du
Fils sur le Fils）
）万物はそれ（御言葉）によって成った（Par
Lui tout a été fait）
）十字架のまなざし（Regard de la Croix）

）高 き と こ ろ の ま な ざ し（Regard des
hauteurs）
）時のまなざし（Regard du temps）
10）よろこびの精霊のまなざし（Regard de
lʼEsprit de joie）
11）聖母の初聖体（Première communion de la
Vierge）
12）全 能 な る 御 子 の 言 葉（La parole toute
puissante）
13）ノエル（Noël）
14）天使たちのまなざし（Regard des Anges）
15）みどり児イエスの口づけ（Le baiser de
lʼEnfant-Jésus）
16）予言者と羊飼いと東方の三博士のまなざし
（Regard des prophètes, des bergers et des
Mages）
17）沈黙のまなざし（Regard du silence）
18）恐 ろ し き 塗 油 の ま な ざ し（Regard de
lʼOnction terrible）
19）眠っていても、私の心は目覚めている（Je
dors, mais mon coeur veille）
20）愛の教会のまなざし（Regard de lʼ église
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dʼamour）
曲は「かいば桶の神の子の瞑想と彼に注ぐまなざ
し」と副題にあるように、ナザレの村の貧しい馬小
屋のかいば桶の中でまどろむ幼児イエスを取り囲
み、上から覗き込む天使や人々や動物のありさまが
平和な一服の絵のように見えて来る。その様々な視
線の意、ルガール（Regard）は日本語で「まなざし」
と訳されている。同意語であっても、視線・凝視・
見つめる・見る・観るなどとはまた違って愛に満ち
た美しい訳である。
20の曲はそれぞれのテーマを持って進められる
が、それだけではなく全体を通して	つの主題が循
環形式を取っている。すなわち⑴神の主題、⑵神秘
の愛の主題、⑶星と十字架、⑷和音の主題などは至
る所に出現して全体の調和を図る役割を担ってい
る。全体の構成は父である神のまなざしから始ま
り、聖霊・聖母・幼な子・天使・東方の博士・また
神の被造物である時・高み・沈黙・星・十字架・愛
の教会のまなざしと続けられていく。ラビー
（Jean-Françosi Labie 2005）はこの曲の中には非常
に穏やかなメシアンを見ることができると評してい
る5)。その中から数曲選び考察をした。
第曲 幼な子に注がれた最初のまなざしは父な
る神のもの。楽譜には「これは私の愛する子、わた
しの心に適う者」とある。マタイによる福音書第
章第17節にあるイエスが洗礼を受けてからの出来事
で、天から神の声が聞こえ、神はイエスに愛する子
と言った。レントで非常に弱い音から始まり、嬰へ
長調における神秘的なハーモニーへと続く。リズム
はどちらかといえば単調であるが、根底でまなざし
を支えるように響く。
第	曲 「無垢と慈愛、純潔なる女性、マニフィ
カトの女性（マリアの賛歌）、幼な子を見つめる聖
母」とある。メシアンは「音楽で純潔さを示そうと
思った、とりわけ多くの純真さと子どものような慈
愛を必要とする」という。16分音符と
分音符によ
るシンプルなリズムとハーモニーと優しい音の響き
が聖母マリアの純潔さ、母親の優しいまなざしを感
じさせる。終わりの方にスタッカートで鳥の声が現
れる。
第曲 みどり児イエスを見つめる子のまなざし
である。付点を伴うリズムのカノンが特徴で、つ
の響き、つの旋法、つのリズムが重ね合わされ
る。つの旋法については楽譜に数字を伴うmode
（仏）が記され、それらの音から色彩を感じさせる。
神の主題が流れる中、鳥の歌で喜びが示された。
第
曲 天使たちと鳥たちの歌で、ナイチンゲー
ル、クロウタドリ、ズグロムシクイ、アトリ、ヒワ、
ヨーロッパウグイス、cini（仏、日本名不詳）、ヒ
バリが登場する。添文によると特にヒバリが重要な
役目を担うとある。16分音符、32分音符、トリル、
前打音の装飾音にスタッカート、アクセント、テ
ヌートが加わり、いと高きところで鳥たちが歌って
いる情景が描かれる。
第11曲 受胎告知と降誕のあいだの出来事で、内
容的に重要な部分である。左手の和音による神の主
題が静かに始まり、少しずつ激しいリズムと複雑な
ハーモニーになる。自身のオルガン作品「主の降
誕」第曲の聖母と幼な子の主題を回想するとあ
り、聖母とみどり児の想起では右手の16分音符によ
るハーモニーの移り変わりが神秘的で、マニフィカ
ト（magnificat仏）の部分はアクセントも有り激し
い。みどり児の心臓の鼓動は左手の低音連打で分か
りやすく表現される。神秘的で美しいアルペジオと
高音の細かいパッセージで、神とわが子への愛が充
分に表わされている。
第12曲 「この御子は万物をご自分の力ある御言
葉によって支えておられる。」は、ヘブライ人への
手紙第章第節である。神は御子によって語ら
れ、御子が天使たちより優れた者となった場面であ
る。低音が響く単旋律の歌である。
第14曲 神が結びつかれたのは天使ではなく、人
類であった。添え書きに「燃える火を御もとに仕え
させられる」と有り、詩編104-4を示している。
第15曲 聖体拝領の度に我々と共に幼な子イエス
は眠り、眠りから覚めると庭に向かって扉を開き、
我々を抱きしめるためにあらゆる光へと走り寄ると
ある。聖テレーズに口づけしようと母から離れよう
とする幼な子イエスが描かれた版画からインスピ
レーションを受けたとメシアンは述べている。後半
からテンポ、強弱が変化に富み、激しさが増す。右
手は細かいパッセージが続くので、演奏は技術的な
難しさがある。大きな愛と優しさが現れている曲で
ある。
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5）ジャン・フランソワ・ラビー著、松本學訳 2005 オリヴィエ・メシアン アルテム・ファイヤール社 3
第19曲 雅歌第章第節「おとめの歌」の愛の
詩である。許しを与えるのは眠りについたイエスで
あった。
第20曲 最後は神の主題が回続き、神の栄光を
讃え、愛とよろこびの勝利で完結する。
この曲中で特徴とされる鳥の歌は第	、、
、
11、14、20曲に現れる。鳥の歌が主体的に用いられ
たのは第
曲で、それ以外は部分的に用いられた。
聖書の内容に沿った全20曲にメシアンのメッセージ
が添えられ、音楽から大きな力を与えられる曲であ
る。聖書の内容を知ることがこの作品理解につなが
ると考える。
（）ピアノ独奏曲「鳥のカタログ｣
(Catalogue dʼoiseaux）
1956から1958年、48歳から50歳の作品。全巻に
フランスで見聞きした鳥の歌13曲を収め、鳥の名前
を標題とした。演奏時間は時間を越える大作で、
「妻ロリオと登場する鳥たちに献呈する」とある。
初演は1959年、パリで行われた。
）キバシカラス（Le Chocard des Alpes）
）キバシラコウラウグイス（Le Loriot）
）イソヒヨドリ（Le Merle bleu）
	）カオグロヒタキ（Le Traquet Stpazin）
）モリフクロウ（La Chouette Hulotte）
）モリヒバリ（LʼAloutte Lulu）
）ヨ ー ロ ッ パ ヨ シ キ リ（La Rousserolle
Effarvatte）

）ヒメコウテンシ（LʼAlouette Calandrelle）
）ヨーロッパウグイス（La Bouscarle）
10）コシジロイソヒヨドリ（Le Merie de roche）
11）ノスリ（La Buse variable）
12）クロサバクヒタキ（Le Traquet rieur）
13）ダイシャクシギ（Le Courlis cendré）
楽譜の最初の頁にはフランス語を含むカ国語で
77種類の鳥の名前が記され、各曲についての添文が
ある。楽譜には速度の指示はあるが拍子が無く、鳥
の描写が言葉で記されていることから演奏者の表現
力が要求される。以下に主要と思われるものを抜粋
して説明を加えたい。
第曲 仏東南部イタリアに隣接するアルプス、
オワザン地区。湖、山、絶壁の風景の中、群れを外
れた羽のキバシガラスが飛行している様子が描か
れている。冒頭のフォルテで始まるハーモニーか
ら、カラスの力強さ感じる。添文では横滑り、急降
下、宙返りの場面があり、それらをアーティキュ
レーション、音域の幅、上行形や下行形を使った音
で表現した。
第曲 日本でも見られるイソヒヨドリは、図鑑
では「ピーチョヒーシーチーチョイ」、「ヒーッ」と
さえずるとある。海岸で青色のイソヒヨドリ見たと
きの描写で、海の紺青色と鳥の青色の色彩的な関連
が音楽に現れる。彼は鳥の色は海と異なる青で、紫
がかった青、青灰色、サテンのように艶のある青、
ブルーブラックの青という。また東洋を連想し、バ
リ島の音楽を思い出させる囀りと言うように、東洋
的な旋律や響きが印象的である。音と色彩の共感覚
を持つ特徴がよく現れた曲である。
第曲 フクロウはよく知られた鳥であるが、モ
リフクロウは日本に生息しない。フクロウは多種
で、一般的には「ホーホー」と鳴く。メシアンは休
符を用い、はっきりとしたリズムで「ホーホー」と
よく聞き取れるように作った。フクロウ以外の鳥も
登場する。
第曲 演奏時間は約30分で最も長い曲である。
仏の中部地方で観察、採譜した作品。沼のある地域
でスイレン、アヤメなどが咲き、花の色の移ろい、
空の色など色彩が作品に影響した。標題以外の鳥も
登場する。採譜の場所は時間帯によって異なる鳥の
歌を聞くことができるという。
第13曲 日本では旅鳥として干潟や干拓地で見る
ことができ、反った大きなくちばしを持つ。一般的
に「ホーイーン」と鳴くとあるが、フランスにある
島の岬で、ダイシャクシギの鳴き声を聞いて音にし
た。また、ユリカモメ、ミヤコドリ、その他の鳥の
歌声も加わる。それらの声の違いがよく解り、情景
を想像することができる。テンポは変化に富み、ト
レモロ、半音階の上行形、トリル、グリッサンドと
多様である。
鳥を題材にしたピアノ作品は、他にも1970年「ニ
ワムシクイ」、1985年「鳥たちの小さなスケッチ」
などがある。ここに出て来る鳥たちは日本では生息
していないものが多いので、近親感を持てないので
はないかと思ったが、そのようなことは関係なく大
自然に羽ばたく鳥たちの生きる有り様がメシアンの
音楽と信仰の目を通して崇高な芸術作品として生き
生きと心に迫って来る。
自ら足を運び、採取した鳥の声と採譜は莫大な量
になるが、それらの丹念な作業は、大自然とそれら
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すべてが創造の神の恩寵の中にあることを表明しよ
うとするメシアンの努力とさえ感じられ、インスピ
レーションは遺憾なく発揮されている。
第章 信仰者メシアンと考察
第節 オルガニストとして
1944年の著書『わが音楽語法』で信仰について触
れている。「求めるものは採光を放つ音楽、快感を
与えられるもの、高貴な感情を表現するもので、信
仰の真理と神学によって高揚される宗教感情を表現
できなければならない｣6)と述べている。
オルガンを弾く契機はパリ音楽院の学生のときで
あった。和声学で師事したジャン・ギャロン（Jean
Gallon 1878-1959）に即興演奏の才能を認められ、
オルガンとオルガンの即興演奏をデュプレ（Marcel
Dupré 1886-1971）に師事することが出来たことに
よる。どちらも最優秀の成績を取得した。デュプレ
は聖シュルピス聖堂のオルガニストを30年あまり務
めた音楽家であり、また教育者として著名な多くの
オルガニストを門下から輩出した。
メシアンは22歳の若さでパリの聖トリニテ教会
（三位一体教会）の主任オルガニストに就任、以後
60年間以上オルガニストを務めた。音楽院の仕事や
創作活動で多忙を極めていたが、毎週日曜日にミサ
を回、晩祷、結婚式、葬儀などの奏楽を一手に引
き受けた。
トリニテのオルガンはコル（Cavaillé-Coll）が製
作したもので、段鍵盤とペダル、60のオルガンス
トップ（organ stop英）から成り機械式コンソール
と呼ばれる。電動で種類のレジストレーションの
組み合わせを記憶させ多種多彩な音を持つため、
バッハに代表される17世紀の曲から自身が作曲した
現代作品まで演奏することが出来た。
オルガン作品は1927年から1997年までに16曲有
り、主要な作品は1932年「永遠の教会の出現」
（Apparition de lʼEglise Éternelle pour orgue）、1935
年「主の降誕―
つの瞑想―」（La Nativité du
Seigneur NeufMéditations pour orgue）、1969年「聖
なる三位一体の神秘について」（Méditation sur le
Mystèrs de la Sainte Trinité）などである。
メシアンは大作曲家バッハの「ロ短調ミサ」と
「マタイ受難曲」は宗教音楽で特に重要な作品と評
した。それはバッハの作品が神に関わる神秘を表現
する芸術として、宗教的と呼ぶのに価値のあるもの
と考えていたからである。
メシアン自身も信仰者として、教会での音楽の役
割を真剣に模索し、神に音楽を捧げる聖職者として
の責任を生涯オルガニストを務めることで果たした
と考えられる。メシアンはオルガニストとして必須
とされる即興演奏の名手としても名を知られていた
が、音楽家である前に信仰から来る敬虔さと強い精
神力を持ってその任にあたっていたことは、時代は
違ってもバッハとよく対比されるところである。
第節 聖書の引用と考察
本論文のメシアンのラヴェル考においてマタイ福
音書（19；13〜15）からの引用が、中心的課題とな
り、またそれを通してメシアンの子ども観を深く知
りたいと思ったのが動機になったと述べた。このマ
タイの福音書の箇所は2000年前のイエスの伝導中の
出来事として語り継がれ、同じ場面がマルコ福音書
（10；13〜16）あるいはルカ福音書（18；15〜17）に
も示されている。この箇所は少しずつ表現の違う所
はあっても同じ事実を描写していることは神学者の
共通する見解である。メシアンが引用したマタイの
箇所は、子どもを「天国はこのような者たちのもの
である。」と言っているのをさらにマルコとルカは、
「はっきり言っておく。子どものように神の国を受
け入れる人でなければ、決してそこに入ることはで
きない。」と神の国の真理をさらに深めて語ったイ
エスの言葉を紹介している。
ラヴェルの「妖精の園」の子ども観は、物語から
想起する自身の幼少時の懐かしさやロマンが中心と
なっている。ラヴェルの音楽で語るその子どもは、
純でありどこまでも善なるものとして万人に印象づ
けられる。ラヴェル自身は当時のフランスのおおよ
その家庭でなされたように幼児洗礼を受けている。
しかし、宗教的な作品は皆無であった。とするとラ
ヴェル自身は「マ・メール・ロワ」の中に聖書の子
ども観は持ち合わせ無かったのではないかと考える
のは早計であろうか。
メシアンは神学者であり信仰者である。「天の国
はこのような者たちのものである。」のマタイの言
葉からさらに「子どものように神の国を受け入れる
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6）オリヴィエ・メシアン著 平尾貴四男訳 1954 わが音楽語法 教育出版社 1
人でなければ、決してそこに入ることはできない。」
ときびしく加えられたマルコ・ルカのイエスの言葉
を強く同意しながらも、ラヴェル評においては、マ
タイの柔らかい記述がこの場所に最も相応しいと考
えていたと推測できる。
メシアンの作品の中には直接に子どもを題材とし
たものは見当たらない。自分の子どものことや本論
文の主要な題材とした「幼な子イエスに注ぐ20のま
なざし」のイエスなどは客観的な意味での子ども観
を表しているとは考えにくかった。しかし常にメシ
アンの曲に出現する「鳥」を通して筆者は、自然と
芸術、自然と神、神の国と子ども、の循環する図式
が頭を去来する。
鳥の声に興味を持ったメシアンは熱心に耳を傾け
自分の中に取り入れる作業をした。メシアンの中で
熟成された鳥は、素晴らしい芸術となって生まれ変
わる。鳥の声そのものは芸術ではない。実音を入れ
た曲も実際には見受けられるが、低次な音楽として
しか扱われない。「鳥は最大の音楽家である」とそ
の著書でメシアンは述べたが、その中では言わんと
している自然への強い畏敬の念が感じられる。聖書
にはスズメ、ハト、ツバメ、コウノトリ、ワシ、ニ
ワトリ、ツル、クジャク、ダチョウなどが登場し、
それぞれの役目を担う。メシアンの鳥の中には大き
いものもあるが、動物の中で鳥は小さいものとさ
れ、「いと小さきもの」としての鳥や子どもがメシ
アンの心の中に存在していたとすると冒頭のマタイ
福音書の記述はメシアンの子ども観に大きな意味を
もたらしてくれる。
音楽の世界では、どんな派にも属さなかったメシ
アンはそのことで人を退けたのではなく、むしろ愛
の人であったと、多くの経歴書に書かれている。そ
の根底にマルコやルカの記述が見えてくる。
ラヴェルの「妖精の園」では100年の眠りから覚
めた王女のハッピイエンドで終わるかのように見え
るが、垣間見たその庭の門は直ぐ閉じられてしまう
とある。王女が眠りから覚めたことは再生を意味し
ているが、子どものようになるということは、結局
新しく生まれ直すということである。「そうすれば
神の国に入ることができる」とメシアンは門の閉ま
らないうちに早くと、マタイ福音書を引用して暗示
をしたのではないかと考える。
終章
来日も多く親日家として知られるメシアンは、近
代の音楽を代表する作曲家の一人として前衛的なイ
メージが強かった。楽譜の難解さに演奏をする機会
を持たないまま今日に至っている。筆者は今回メシ
アンを取り上げるにあたって、第章に上述したピ
アノ曲の楽譜を手に入れ試奏してみた。予想通りな
かなか難しいものであったが、意外にも和音の澄ん
だ美しさや、音構成が複雑な中にも理解し易い要素
を多分に含んでいることに気付かされた。現代音楽
によく見られる濁った音の重なりや、アゴーギクの
極端な変化など忌諱する材料が何も見当たらない。
取りかかりがスムーズに行き、曲に親しみを持てた
ことが内容理解を容易にする発端となり幸運であっ
た。
前述のピアノ曲は曲とも大作である。筆者の実
力の関係上、短期間に全曲を弾くことは至難であっ
たが、幸い曲ともピアニスト児玉桃の優れた演奏
をリリースした録音が手に入り本稿の参考とするこ
とができた。
ちなみに児玉桃は、2008年にメシアン生誕100周
年のメモリアルコンサートを東京・埼玉・神奈川と
日に渡って開き、「幼な子に注ぐ20のまなざし」、
「鳥のカタログ」も全曲演奏している。その折りに
は演奏を聞く機会がなかったが、実は筆者は本学の
学生であった頃、まだ小学生であった児玉桃の演奏
を本学講堂で聴いている。と言うのも児玉桃は、本
学の教授であり保育科科長も勤め、幼児教育界に大
きな貢献をした島田摂子（1964-1987在任）の孫に
あたる。当時父の転勤に伴いヨーロッパと日本を行
き来していた児玉桃は、大阪に帰ると祖母や音楽の
教師の要望で、姉の児玉麻里と一緒にしばしば学生
の前で演奏をした。可愛い女の子がフランス風のお
辞儀をして弾くピアノは、少女のものとは思えない
成熟したものであった。今や世界の若手ピアニスト
のトップリストに並べられる萌芽がすでにこの頃か
ら伺えたのである。
メシアンの多岐に渡る作品は本来すべてあたるべ
きであったが、それにはかなりの時間を要する。そ
こで主要な作品を選ぶことによって、作曲家の特徴
をその中からおおよそつかめるとの推測を立ててメ
シアンの代表作曲に絞って検討した。第章では
その作品の生まれた背景を個人と系統的観点から調
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べ、第章では抽出した作品の概要・特徴を文献・
楽譜・録音を参考として考察した。第章ではメシ
アンが神学を深く学んだ者としてその知識と信仰の
上に立って、オルガニストとして音楽を教会に捧げ
た事。そして序章で触れた本論文の執筆動機となっ
たマタイ福音書からの引用聖句を、類例・時代・幼
児観の視点から考察する作業を行った。「いかに子
どもを観ていたか」あるいは「いかに子どもを観る
か」という事柄は、時代に左右されることなく一つ
の社会の成熟度を知る計器ともなっていることを感
じた。子どもは身近な存在でありながら大きな課題
を我々に与え続けている。メシアンの子ども観の確
認の作業もまだまだ不十分で窺い知れない部分を多
く残している。これからの継続した研究が必要と
なってくる。鳥に関しても、この徹底した莫大な研
究は我々に大きな感動を与えた。
神学を学び、鳥類の研究においても専門の学者を
凌ぎ、その上に後世に残る音楽家であったメシアン
に神は物も物も与えられたと思うのは筆者のみ
であろうか。ピアノ曲を今後研鑽する努力を重ねな
がら、今回出会う事のできた多くの鳥たちの音楽
が、子どもの最も身近にあるものとしてどの様な影
響を与えているのかについても今後の課題とした
い。
謝辞として、資料の参考とした児玉桃の力強く表
現豊かな演奏から多くの示唆を与えられた事を感謝
をもって添えたい。
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